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執筆者紹介（掲載順） 
 
鮫島 拓也（さめしま たくや） 

海上保安大学校本科卒業 三級海技士（航海）。筑波大学大学院システム情報工学研
究科前期課程修了 修士（社会工学）。海上保安大学校海上警察学講座講師、海上保安
国際研究センター研究員。研究分野は、海上交通政策、海難事故分析、海上交通法規な
ど。論文：「自動運航船の実用化と海上交通法規が抱える諸問題―“vessel”（「船舶」）の
定義に関する一考察」海上保安大学校研究報告第 67 巻第 1号（2022 年）など。「データ
駆動ベイジアンネットワークを用いた海難事故分析」（日本航海学会、2024 年 5 月）、「近
海海運における自動運航船の普及に向けて―海難事故リスクへの影響と法的課題―」海
上交通法規研究会（日本航海学会、2024 年 10 月）など。所属学会は、日本航海学会、
日本公共政策学会、日本地域政策学会。 
 
下山 憲二（しもやま けんじ） 

関西大学法学研究科博士課程後期課程単位取得退学。修士（法学）。高知短期大学准
教授を経て、2015 年海上保安大学校准教授に就任し、2021 年に教授。政策研究大学院
大学連携教授も併任。専門は国際法（海洋法）、研究テーマは海洋の科学的調査、通航
権、海上法執行。主要論文に「海洋環境保護を理由とする無害通航の規制―沿岸国によ
る海洋環境保護措置の拡大を中心に―」、「排他的経済水域における Military Survey に
関する一考察」、「武力攻撃事態等における海上法執行機関の法的地位と課題」、「無人航
空機を使用した海上法執行活動に関する課題」がある。当誌には「係争海域内での海洋
の科学的調査―第三国による実施に伴う課題を中心に―」第 66 集（2017 年 12 月）、「自
動運航船の導入に伴う沿岸国の課題―法執行の観点を中心に―」第71集（2022年 12月）
へ寄稿がある。所属学会：国際法学会、防衛法学会、日本海洋政策学会等。 
 
坂巻 静佳（さかまき しずか） 

東京大学法学部卒業。東京大学大学院法学政治学研究科博士課程修了。博士（法学）
（東京大学）。静岡県立大学国際関係学部講師、同准教授を経て、現在同教授。専門は
国際法。国際海洋法に関する近著として、「自動運航船と国連海洋法条約上の旗国の義
務」『海事交通研究』71 集（2022 年 12 月）、「海洋構築物の保護法制」奥脇直也・坂元
茂樹編『海上保安法制の現状と展開：多様化する海上保安任務』（有斐閣、2023 年）、「感
染症の発生した外国船舶に対して寄港国のとりうる措置――入港の許否と入港中の船
舶に対する管轄権」坂元茂樹・植木俊哉・西本健太郎編『日本の海洋法制度の展望』（有
信堂、2024 年）等。所属学会は、国際法学会、世界法学会、日本海洋政策学会等。 
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梶尾 良太（かじお りょうた） 
北海道大学大学院文学研究科歴史地域文化学専攻修士課程修了。大阪大学大学院文学

研究科博士後期課程文化形態論専攻。修士（文学）。兵庫県立龍野北高等学校定時制課
程教諭、兵庫県立加古川北高等学校教諭を経て、現在は兵庫県立加古川南高等学校教諭。
専門分野は、日本近現代史、戦時経済史。大阪歴史科学協議会研究委員、兵庫県高等学
校教育研究会社会（地理歴史・公民）部会本部情報部長を務めている。主な論文に「太
平洋戦争前半期における日本の戦争指導と船舶問題―船舶の配分をめぐる問題を中心
に―」（『ヒストリア』第 303 号、大阪歴史学会、2024 年 4 月）、「戦時体制下における日
本の海運業と統制―1937 年～1942 年―」（『北大史学』第 59 号、北大史学会、2019 年
11 月）がある。所属学会は、史学会、日本史研究会、軍事史学会、社会経済史学会、大
阪歴史学会、大阪歴史科学協議会、北大史学会。 
 
浦口 薫（うらぐち かおる） 

防衛大学校国際関係論学科卒業後、海上自衛隊入隊。防大総合安全保障研究科前期課
程修了（山﨑学生奨励賞受賞）、同後期課程満期退学。2020 年に大阪大学より博士号（国
際公共政策）授与。潜水艦部隊、統合幕僚監部等での勤務や中曽根平和研究所主任研究
員等の研究活動を経て、現在、防大国防論教育室准教授（２等海佐）。著書：『封鎖法の
現代的意義』（大阪大学出版会、2023 年）（猪木正道賞奨励賞受賞）。当誌に「戦時に紛
争非当事国の海上交通が直面する脅威の変遷と対応 ―戦時に海上交通を確保するた
めの具体策―」『海事交通研究』第 72 集(2023 年 12 月)へ寄稿があるほか、多数の査読論
文あり。学会報告：「海上封鎖の現代的意義」国際法学会への報告、2022 年 9 月等。専
門は海洋安全保障、国際法（特に海戦法規、海洋法）。所属学会：日本防衛学会、国際
法学会、世界法学会、防衛法学会、国際安全保障学会等。 
 
堀川 惠子（ほりかわ けいこ） 

ノンフィクション作家 1969 年広島県生まれ 
広島テレビ放送・報道部記者を経て東京で独立。テレビディレクターとして放送ウーマ
ン賞、放送人グランプリ、ギャラクシー賞大賞受賞など。2013 年から執筆に専従。『死
刑の基準』（日本評論社）で講談社ノンフィクション賞、『裁かれた命』（講談社）で新
潮ドキュメント賞、『教誨師』（講談社）で城山三郎賞、『原爆供養塔』（文藝春秋社）で
大宅壮一ノンフィクション賞、『狼の義 新 犬養木堂伝』（KADOKAWA）で司馬遼太
郎賞、『暁の宇品』で大佛次郎賞、及び山縣勝見賞・特別賞（同作を通じて船舶の重要
性を伝えた著者とその講演活動に対して）を受賞。最新刊は『透析を止めた日』（講談
社 2024）。広島大学特別招聘教授、讀賣新聞読書委員、開高健ノンフィクション賞審査
員、アジア・太平洋賞選考委員などを歴任 
 

（敬称略） 
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